
科目の情報 令和８年度

科目コード N214

授業科目名 産・婦人科系病態治療学
授業科目名（英文） Obstetrics and Gynecology
講義室等 1102
学科 看護学科
対象学年 2年
開講学期 前学期
必修・選択の別 必修
単位数 1
時間数 30
該当ディプロマ ◎看ＤＰ-２
該当コンピテンス ◎看ＣＰ-３、〇看ＣＰ-４、△看ＣＰ-５
学科
対象学年
開講学期
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
該当コンピテンス
担当教員 松浦　祐介
授業の概要 妊娠、出産、産褥は生理的なものとはいえ、母体と胎児という2つの生命をみる

という他の部門ではみられない重大な分野であり、異常への対処においても医療
面のみならず看護面でも迅速、臨機応変な対処が要求される。将来子供を生み、
母親になることも踏まえて、他の専門基礎科目と結び付け、周産期医学について
学ぶ。
また、婦人科でよく遭遇する代表的な疾患について学ぶ。

授業の到達目標
（学修効果）

1. 産婦人科系の疾患についてその病因、病態生理を説明することができる。
2. 産婦人科領域の特徴的な検査とその方法について述べることができる。
3. 産婦人科系疾患の症状、経過さらに診断と治療法について述べることができ
る。

予習復習の所要時間 講義時間30時間(2時間×1コマ×15回)+予習・復習15時間
成績評価方法 参加の姿勢（20％）、筆記試験（80％）で60点以上を合格とする。
教科書 森　恵美　他著「系統看護学講座 母性看護学各論 母性看護学（2）」第14版　

2021年（医学書院）  ISBN：9784260042239
末岡　浩　他著「系統看護学講座 女性生殖器 成人看護学（9）」第16版　2025
年（医学書院）  ISBN：9784260056786

参考書 授業中に適宜提示
その他



産・婦人科系病態治療学 令和８年度

回 年月日
曜
日

時限 授業の形態 講師
非
常
勤

備考

生殖器の構造と機能 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

性機能 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

正常妊娠（妊娠のメカニズム） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

正常妊娠（アセスメント） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

妊産婦診察（妊娠初期・中期） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

妊産婦診察（妊娠後期） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

正常分娩 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

正常産褥（異常も含む） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

妊娠期・分娩期の異常（初期・中期） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

妊娠期・分娩期の異常（中期・後期） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

胎児・新生児の生理と異常 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

婦人科疾患各論（子宮頸癌の予防） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

婦人科疾患各論（婦人科検査法） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

婦人科疾患各論（月経困難症/子宮筋腫/子
宮内膜症）

松浦　祐介

予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

婦人科疾患各論（婦人科悪性腫瘍） 松浦　祐介
予習 教科書の該当ページを読んでおく
復習 講義内容の復習

10

8 R8.6.3 水 Ⅴ 講義

授業計画(講義・演習・実習）
非常勤講師(学内：１　学外：２）

11

講義

R8.6.17 水 Ⅴ 講義

水 Ⅴ

R8.6.24 水 Ⅴ 講義

14 R8.7.15 水 Ⅴ 講義

13 R8.7.8 水 Ⅴ 講義

講義12 R8.7.1 水 Ⅴ

授業項目

1

2

3

7

4 水 Ⅴ 講義

講義

6 R8.5.20 水 Ⅴ 講義

5 R8.5.13 水 Ⅴ

水 Ⅴ

N214

15 R8.7.16 木 Ⅴ 講義

R8.4.1 水 Ⅳ 講義

R8.4.8 水 Ⅴ 講義

講義

R8.4.15

R8.4.22

R8.5.27

9 R8.6.10 水 Ⅴ 講義


